
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

街

区
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
な

構
想
の
中
で
の
要
素
と
し
て

考
え
る
こ
と
と
な
る
。

橋
の
点
検
及
び
長
寿

命
化
修
繕
計
画
と
は
。

施
設
管
理
課
長

延
長
２

以
上

未
満
の
橋
、
１

７
４
橋
に
対
し
て
点
検
し
、

修
繕
す
る
た
め
の
計
画
を
立

て
る
。

点検と長寿命化計画の対象となる
加波羅橋（河原）

祉
福
健
保
・
民
市地方

税
機
構
の
税
の

広
域
化
に
よ
る
過
年
度
分
の

境
環
済
経

等
道
水

育

教

総
括
審
査

総
括
審
査

市
民
の
生
活
実
態
は
か
つ

て
な
く
厳
し
く
、
１
世
帯
当

た
り
の
年
間
所
得
が
毎
年
減

少
し
て
い
る
中
、
市
民
の
暮

ら
し
応
援
の
た
め
、
都
市
計

画
税
・
国
保
税
の
引
き
下
げ
、

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
負

担
軽
減
を
。協

定
参
加
に
反
対

し
、
地
産
地
消
の
推
進
、
荒

廃
農
地
対
策
等
、
農
業
支
援

の
強
化
と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
復
活
等
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
。

中
学
校
給
食
の
実
施
、
食

材
放
射
能
測
定
の
充
実
、
教

育
の
一
環
で
あ
る
学
校
給
食

の
民
間
委
託
を
見
直
し
、
豊

か
な
学
校
給
食
の
実
施
を
。

文
化
施
設
建
設
な
ど
、
市
民

参
加
で
公
共
施
設
整
備
の
取

り
組
み
を
。

平
成

年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
２
２
１
億
円
と
前
年

度
当
初
比
４
％
増
と
過
去
最

大
と
な
っ
た
。
最
重
要
課
題

で
あ
る
防
災
面
を
は
じ
め
と

し
、
子
育
て
支
援
・
教
育
環

境
整
備
・
高
齢
者
福
祉
等
各

分
野
に
満
遍
な
く
予
算
を
配

分
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
下

に
あ
っ
て
、
５
つ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
と
し
て
、

の

新
規
事
業
、

の
拡
充
事
業

を
掲
げ
、
積
極
的
予
算
編
成

作
業
を
さ
れ
た
こ
と
に
は
、

一
定
の
評
価
を
し
た
い
。

今
後
、
よ
り
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
歳

出
に
見
合
う
歳
入
面
で
の
自

主
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で

あ
る
。
安
定
し
た
市
政
運
営

を
継
続
す
る
た
め
の
前
向
き

な
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

平
成

年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
市
政
運
営
の
重
点
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た

５
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
市
民
生
活
の
向

上
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
重
点
的
に
予
算
を

配
分
さ
れ
、
過
去
最
大
の
２

２
１
億
円
の
積
極
予
算
と
な

っ
た
。
市
民
生
活
の
安
全
安

心
の
確
保
を
始
め
、
子
育
て

支
援
策
の
充
実
、
教
育
環
境

の
整
備
、
高
齢
化
対
策
、
観

光
や
経
済
対
策
な
ど
、
厳
し

い
市
民
生
活
の
実
情
を
見
据

え
た
各
種
の
施
策
を
評
価
す

る
。
震
災
復
興
が
遅
々
と
し

て
進
ま
な
い
中
で
、
景
気
の

好
転
も
見
込
め
ず
、
市
政
運

営
は
困
難
を
伴
う
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
が
、
市
民
の
た
め

に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第

一
原
発
事
故
は
未
曾
有
の
大

災
害
を
も
た
ら
し
た
。
国
に

お
い
て
は
防
災
計
画
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
等
の
抜
本
的
な

見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
三
山
木
地

区
画
整
理
事
業
も
平
成

年

度
に
は
完
了
す
る
。
文
化
施

設
な
ど
都
市
基
盤
整
備
に
向

け
て
、
優
先
順
位
を
設
定
す

る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

施
策
を
推
進
す
る
よ
う
期
待

す
る
。
原
発
事
故
に
対
す
る

市
民
の
不
安
は
大
き
い
。
府

の
防
災
計
画
を
上
回
る
災
害

も
想
定
し
、
市
民
の
安
全
・

安
心
を
守
る
備
え
が
必
要
。

当
分
電
力
事
情
は
厳
し
い
た

め
、
節
電
だ
け
で
な
く
自
家

発
電
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
活
用
も
検
討
す
べ
き
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

受
け
、
本
市
も
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
平
成

年
度

予
算
編
成
に
示
さ
れ
た
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
防

災
対
策
を
重
点
に
置
い
た
施

策
に
取
り
く
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
評
価
す
る
。
そ
の

上
で
、
本
市
が
原
発
依
存
か

ら
脱
却
し
、
新
た
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

図
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
の
作
成
を
求
め
る
。
ま

た
、
財
政
基
盤
の
確
立
と
経

済
活
性
化
の
た
め
、
本
市
の

高
速
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
交

通
立
地
と
一
休
さ
ん
や
玉
露

な
ど
の
観
光
資
源
を
生
か
し
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
込
む
た
め
の
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

共
産
党

共
産
党

一
新
会

一
新
会

公
明
党

公
明
党

民
主
党

民
主
党

新
栄
会

新
栄
会

収
納
効
果
は
。

税
務
課
長

過
年
度
分
、

又
は
税
目
に
よ
っ
て
納
期
が

違
う
の
で
、
本
人
、
市
、
税

機
構
と
相
談
・
連
携
を
取
り

な
が
ら
支
払
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

年
分
で
は
、
２
％
増
、
滞
納

繰
越
分
で
は
、
１
・

％
の

伸
び
で
あ
る
。

み
み
づ
く
保
育
園
の

移
転
計
画
に
よ
り
、
収
容
能

力
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

名

の
増
員
で
、
２
２
５
名
の
定

員
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

女
性
交
流
支
援
ル
ー

ム
の
利
用
に
つ
い
て
。

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム
所

長

交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、
改

善
を
加
え
た
こ
と
で
利
用
者

は
増
え
て
い
る
。
相
談
件
数

は
減
っ
て
い
る
が
、
専
門
相

談
、
法
律
相
談
以
外
に
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に
あ
た
っ

て
お
り
、
相
談
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
は
行
っ
て
い
る
。

国
保
財
政
に
つ
い
て

見
通
し
は
。

国
保
医
療
課
長

税
収
の

伸
び
悩
み
と
医
療
費
の
伸
び

な
ど
で
、
大
変
厳
し
い
状
況

で
、
当
初
か
ら
基
金
を
取
り

崩
す
予
算
と
な
っ
た
。
今
後
、

国
庫
の
増
額
、
税
の
引
き
上

げ
等
で
歳
入
を
補
う
対
応
が

必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
２
ケ
所
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
必
要
で
は
。

高
齢
介
護
課
長

常
磐
苑

に
続
き
、
平
成

年
度
に
市

役
所
内
に
設
置
し
た
。
次
期

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
期
間

内
に
、
北
部
地
域
に
本
セ
ン

タ
ー
機
能
が
果
た
せ
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

定
期
巡
回
随
時
対
応

サ
ー
ビ
ス
と
は
。

高
齢
介
護
課
統
括
主
幹

介
護
保
険
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
始

ま
っ
た
。

時
間
必
要
に
応

じ
て
短
期
巡
回
す
る
も
の
で
、

今
す
ぐ
の
対
応
は
な
い
が
、

看
護
士
、
福
祉
士
等
体
制
を

整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

大
住
浄
水
場
な
ど
水

道
施
設
の
老
朽
化
が
心
配
さ

れ
る
状
況
で
、
建
て
替
え
や

府
営
水
へ
の
切
替
え
な
ど
、

今
後
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。

工
務
課
指
導
主
幹

水
道

施
設
全
体
の
老
朽
化
な
ど
に

対
し
、
資
金
計
画
な
ど
を
含

め
、
平
成

年
度
に
策
定
す

る
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
計

画
の
中
で
示
し
た
い
。

水
道
部
副
部
長

資
金
面

に
お
い
て
は
、
料
金
調
整
基

金
が
枯
渇
す
る
と
い
う
問
題

や
建
設
基
金
の
問
題
等
を
同

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
で
検

討
し
て
い
た
だ
て
い
る
。

水
道
事
業
管
理
者
職
務
代

理
者

水
道
料
金
は
、
府
下

で
、
上
下
水
道
合
わ
せ
た
場

合
、
最
も
低
い
。
本
市
の
料

金
が
適
正
か
ど
う
か
も
検
討

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

農
業
に
親
し
め
る
機

一休とんちロードの到着地（一休寺）

会
の
創
設
を
。

副
市
長

府
の
許
可
を
得
、

市
民
農
園
と
し
て
解
放
し
、

非
農
家
の
方
々
が
野
菜
の
作

り
方
な
ど
を
農
家
の
方
々
と

話
し
合
い
な
が
ら
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

京
田
辺
駅
か
ら
一

休
寺
ま
で
の
一
休
と
ん
ち
ロ

ー
ド
は
、
観
光
客
を
集
め
る

上
で
非
常
に
重
要
な
事
業
だ

が
、
安
全
面
に
配
慮
し
て
計

画
し
て
ほ
し
い
。

産
業
振
興
課
長

そ
の
点

図
書
館
司
書
が
４
人

配
置
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。

学
校
教
育
課
総
括
指
導
主

事

４
名
の
嘱
託
職
員
を
採

用
す
る
。
１
名
は
中
学
校
の

３
校
を
、
３
名
は
小
学
校
を

３
校
ず
つ
受
け
持
つ
こ
と
に

な
る
。

少
人
数
学
級
や
少
人

数
授
業
に
つ
い
て
の
配
置
状

況
は
。

教
育
次
長

少
人
数
学
級

を
選
択
す
る
学
校
が
増
え
５

校
６
ク
ラ
ス
と
な
り
、
少
人

数
授
業
の
人
員
配
置
は
普
賢

寺
小
を
除
く
す
べ
て
の
学
校

に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

給
食
食
材
の
京
田
辺

産
の
納
入
は
ど
の
程
度
進
ん

で
い
る
か
。

学
校
教
育
課
担
当
課
長

米
は
京
田
辺
産
米
と
山
城

産
米
で
１
０
０
％
で
あ
る
。

野
菜
は
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の

駅
や
大
住
の
朝
市
か
ら
購
入

し
、
そ
れ
以
外
は
京
都
産
と

し
て
購
入
し
て
い
る
。

中
学
校
に
空
調
が
設

置
さ
れ
る
が
、
そ
の
管
理
方

法
は
。
ま
た
、
暖
房
時
に
も

使
用
す
る
の
か
。

教
育
総
務
室
担
当
課
長

適
正
な
温
度
管
理
を
す
る

た
め
に
職
員
室
で
行
う
。
暖

房
は
、
電
気
の
方
が
ス
ト
ー

ブ
よ
り
も
高
く
つ
く
と
い
う

他
市
事
例
も
あ
る
の
で
、
併

用
な
ど
の
研
究
を
し
た
い
。

中
学
の
武
道
必
須
化

に
つ
い
て
、
教
師
の
指
導
と

対
応
は
。

学
校
教
育
課
総
括
指
導
主

事

府
の
研
修
会
に
は
全
員

参
加
し
た
。
ま
ず
、
頭
と
首

を
守
る
こ
と
を
共
通
認
識
し
、

各
学
校
と
も
複
数
名
以
上
の

柔
道
指
導
経
験
者
が
い
る
が
、

指
導
経
験
が
少
な
い
教
師
に

は
、
指
導
者
を
複
数
に
す
る

よ
う
対
応
す
る
。

一
週
間
分
の
給
食
食

材
の
放
射
能
検
査
が
行
わ
れ

る
が
、
献
立
の
配
慮
を
。

教
育
長
職
務
代
理
者

配

慮
す
る
。
ま
た
、
検
査
結
果

か
ら
今
後
を
考
え
た
い
。

を
注
意
し
て
道
路
選
定
し
て

い
き
た
い
。

震
災
が
れ
き
は
、
被

災
地
が
大
変
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
受
け
入
れ
る
の
は
良
く

な
い
。
被
災
地
で
処
理
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

経
済
環
境
部
長

が
れ
き

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
や
鉄
材
、

木
材
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
状

態
か
判
断
で
き
な
い
。
ま
た
、

放
射
能
に
つ
い
て
は
、
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
を
満
た
し

て
い
る
と
想
定
し
て
い
る
。

ほ
ぼ
下
水
道
化
さ
れ

た
の
で
、
緑
泉
園
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
を
考
え
る
べ
き
。

経
済
環
境
部
長

い
ず
れ

検
討
す
る
時
期
が
来
る
と
考

え
て
い
る
。

（単位：千円，％）

年度別

会計別
平成 年度 平成 年度 比 較 増減率

一 般 会 計

特 別 会 計

（
内

訳
）

休日応急診療所

松 井 財 産 区

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

公共下水道事業

農業集落排水事業

水 道 事 業 会 計

合 計

年（平成 年） 月 日


